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思
い
を
込
め
て

姉の夫はひとり暮らし。
そんな義兄のすすめで、30歳を前に独り身のあさ子は、お見合いをすることになった……
―――豆腐職人の男、文具店に勤める女、主婦、仕事を探す女、
そんな市井の人々の、かけがえない日々の物語。

作・演出：永山智行
出演
あべゆう　かみもと千春　濵砂崇浩　大迫紗佑里　中村幸（劇団ヒロシ軍）
日時
2019年2月15日（金）　午後7時30分

16日（土）　午後7時00分
17日（日）　午後２時00分

チケット／一般　2,500円（当日3,000円)	 ペア割　4,000円（前売のみ）
U25割　1,000円（前売・当日とも）	 やさい割	 2,000円（前売のみ）

※日時指定・全席自由・税込
※�U25割は、25歳以下のどなたでも適用されます。精算時に年齢を証明するもの
をご提示ください。

※未就学児入場不可（無料託児サービスあり／申し込み先＝三股町立文化会館）
※やさい割は、ご家庭で収穫された野菜を上演日にご持参くださる方が対象です。
会場／三股町立文化会館　宮崎県三股町樺山3404番地２
お問合わせ・チケット取扱い／
三股町立文化会館　TEL:0986-51-3462（受付時間9:00 ～ 17:00※月曜日休館）

https//bunka.town.mimata.lg.jp
・ローソンチケット　TEL:0570-084-008　(Lコード：82796)
・Corich ！チケット
主催：合同会社こふく劇場、三股町・三股町教育委員会　
芸術文化振興基金助成事業

チケット
発売中
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1 町長、町議会議長が新年のあいさつを申し上げます。
平成31年 新年のごあいさつ
みまた町民総合スポーツ祭…４　よかもん朝市特別コラボ企画…5
平成29年度 決算報告…６　まちの話題…10

……2

迎 春

※受付開始は開演の60分前／開場は30分前



謹
賀

 
新
年2019

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
成
最
後
の

年
で
あ
る
、
平
成
31
年
の
新
春

を
、
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
町
制
施
行

70
周
年
の
記
念
事
業
を
は
じ
め
、
町
政
の

円
滑
な
運
営
、
推
進
に
多
大
な
る
ご
尽

力
、
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
9
月
の
町
長
選
で
は
、
3

期
目
の
町
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

同
様
、
行
政
の
仕
事
を
ご
理
解
い
た
だ
け

る
よ
う「
見
え
る
行
政
」、「
伝
わ
る
行
政
」

に
心
掛
け
、
皆
さ
ま
と
の「
情
報
の
共
有

化
」に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
ご
指
導
、
ご
鞭べ

ん

撻た
つ

を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
日
本
経
済
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
ア
メ
リ
カ
の
保
護
主
義
や
米
中
の

貿
易
戦
争
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
企
業

業
績
は
堅
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
少

子
化
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
特
需
な
ど

で
、人
手
不
足
は
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
本
町
で
も
そ
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま

す
が
、昨
年
は
、新
工
場
の
立
地
と
増
設
が

２
社
あ
り
、
立
地
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
町
で
は
昨
年
か
ら
、
国
の「
実
践

型
雇
用
創
造
事
業
」を
活
用
し
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
仕
事
の
創
出
や
農
業

の
六
次
化
推
進
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を

開
催
し
、
人
材
育
成
や
雇
用
創
出
の
拡
大

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
本
町
の
重
点
施
策
で
あ
る
子
育

て
支
援
対
策
と
し
て
は
、
中
学
生
の
入
院

医
療
費
の
無
料
化
と
小
学
生
の
外
来
医
療

費
の
支
援
制
度
を
10
月
か
ら
実
施
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
中
学
生
の
外
来
医
療
費
の

支
援
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
1
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
三
股

西
小
の
児
童
数
適
正
化
の
た
め
長
田
小
と

梶
山
小
へ
通
学
で
き
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
用
は
、
勝
岡
小
も
適
正
化
の
対
象
に
加

え
、
本
年
度
か
ら
バ
ス
2
台
を
運
行
す
る

予
定
で
す
。「
ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン
み
ま

た
」創
り
に
お
い
て
は
、
旭
ヶ
丘
運
動
公

園
陸
上
競
技
場
の
全
天
候
型
へ
の
整
備
と

中
央
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
増
設
工
事
に
も
着

手
し
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
が
着
実
に
整
い
つ

つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
も
全
国
的
に
災

害
の
多
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。
地
球
温
暖

化
の
影
響
や
地
殻
変
動
な
ど
で
台
風
、
集

中
豪
雨
や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が
多
発

し
て
お
り
、
9
月
の
台
風
24
号
で
は
、
本

町
も
多
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て「
常
在
危
機
」の
重
要
性
を

認
識
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
進
め
て

い
る
公
営
住
宅
の
整
理
統
合
は
、
居
住
者

の
命
を
守
る
地
震
・
風
水
害
対
策
の
一
環

と
し
て
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
早
期
の
転

居
や
移
転
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
小

中
学
校
の
暑
さ
対
策
と
し
て
、
全
教
室
に

エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

そ
し
て
、
今
年
の
最
重
点
課
題
の
一
つ

は
、
五
本
松
町
営
住
宅
跡
地
の
活
用
方
策

の
検
討
で
す
。
三
股
駅
と
文
化
会
館
・
役

場
・
中
央
公
民
館
、
そ
し
て
五
本
松
団
地

跡
地
に
囲
ま
れ
た
エ
リ
ア
を
中
心
市
街
地

と
位
置
づ
け
、「
健
康
と
賑
わ
い
と
交
流
」

の
拠
点
と
し
て
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
年
も
、「
自
立
と
協
働
で
創
る
元

気
な
ま
ち　

み
ま
た
」
を
創
る
た
め
、
町

民
の
皆
さ
ま
と
町
政
全
般
に
わ
た
っ
て
さ

ら
に
元
気
で
誇
れ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し

た
い
と
考
え
ま
す
。
結
び
に
、
皆
さ
ん
に

と
っ
て
素
晴
ら
し
い
1
年
で
あ
ら
ん
こ
と

を
祈
念
し
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
晴
れ
や
か
な
気
持
ち
で
新
年

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
出
来
事
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
羽

生
結
弦
選
手
が
連
覇
、
カ
ー
リ
ン
グ
女
子

の「
そ
だ
ね
ー
ジ
ャ
パ
ン
」が
一
大
旋
風
。

大
リ
ー
グ
で
は
大
谷
翔
平
選
手
が
新
人

王
。
テ
ニ
ス
の
大
坂
な
お
み
選
手
が
全
米

オ
ー
プ
ン
優
勝
。
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト

の
紀き

平ひ
ら

梨り

花か

選
手
が
グ
ラ
ン
プ
リ
フ
フ
ァ

イ
ナ
ル
優
勝
な
ど
若
い
日
本
人
選
手
の
世

界
で
の
活
躍
で
、
日
本
中
が
明
る
く
な
り

ま
し
た
。

一
方
で
レ
ス
リ
ン
グ
や
体
操
な
ど
で

の
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
や
、
ア
メ
フ
ト
タ
ッ
ク

ル
、
相
撲
で
の
暴
行
事
件
な
ど
も
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
体
制
や
慣
例
が
見
直
さ
れ
る

転
換
の
年
に
も
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
30
年
の
一
年
を
表
す
漢
字

が「
災
」で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
中
で

甚
大
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
北
海
道
で

は
震
度
7
の
地
震
、
大
規
模
な
土
砂
崩
れ

と
、国
内
初
の
全
域
停
電
が
発
生
。大
阪
府

で
も
震
度
6
の
地
震
が
発
生
し
、
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
倒
壊
で
小
学
2
年
生
が
亡
く
な
っ

た
事
故
は
大
き
な
波
紋
を
呼
び
ま
し
た
。

７
月
の
西
日
本
豪
雨
で
は
死
者
２
２
０

人
超
の
甚
大
被
害
。
9
月
の
台
風
21
号
は

大
阪
で
関
空
が
冠
水
し
８
０
０
０
人
が
孤

立
。
長
田
地
区
で
は
時
間
雨
量
１
２
０
㍉

を
記
録
、
土
砂
崩
れ
な
ど
の
被
害
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。
大
規
模
災
害
に
よ
り
、
防
災

減
災
の
為
の
準
備
の
大
切
さ
を
考
え
さ
せ

ら
れ
る
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
、
三
股
町
は
町
制
施
行
70
周

年
の
年
で
あ
り
、
７
月
の
臨
時
議
会
で
、

議
員
と
町
執
行
部
全
員
が
70
周
年
記
念
ポ

ロ
シ
ャ
ツ
着
用
で
議
会
を
開
催
し
、
マ
ス

コ
ミ
取
材
で
周
知
を
図
る
取
り
組
み
を
行

い
ま
し
た
。

11
月
に
町
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典
が

挙
行
さ
れ
、
原
口
泉
先
生
に
よ
る
記
念
講

演
を
行
い
、
町
民
み
ん
な
で
節
目
の
年
を

祝
い
ま
し
た
。
数
年
か
け
て
取
り
組
ん
だ

町
史
編
さ
ん
も
進
み
、
三
股
町
史
の
新
し

い
冊
子
も
完
成
間
近
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
に
お
き
ま
し
て
、
平
成

30
年
正
月
、
三
股
町
議
会
に
桑く

わ

畑は
た

浩こ
う

三ぞ
う

氏

急
逝
の
訃
報
が
届
き
ま
し
た
。
永
年
に
わ

た
る
功
績
と
薩
摩
気
質
の
人
柄
に
た
く
さ

ん
の
人
が
影
響
を
受
け
て
お
り
、
故
人
を

し
の
ぶ
声
も
多
く
、
議
会
と
し
て
も
議
員

と
執
行
部
一
同
、
議
場
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
し
た
。

い
ま
議
会
で
は
、
敬
愛
さ
れ
る
議
会
を

目
指
し
、
議
員
全
員
で
努
力
を
重
ね
て
い

ま
す
。
特
に
議
会
セ
ミ
ナ
ー
（
議
員
研
修

会
）
で
は
、
行
政
担
当
者
か
ら
、
次
々
と

変
わ
る
制
度
や
条
例
な
ど
の
説
明
を
受
け

て
、
研
鑽
を
積
ん
で
い
ま
す
。
税
務
、
国
民

保
険
税
、
農
地
宅
地
、
入
札
制
度
や
児
童

福
祉
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ま
方
の
た
め
に
、

執
行
部
と
よ
り
深
い
議
論
が
で
き
る
よ
う

に
研
修
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
議
会

報
告
会
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
、
他
県
の

取
り
組
み
を
視
察
。
そ
の
上
で
数
カ
月
に

わ
た
り
議
論
を
重
ね
て
議
会
基
本
条
例
を

改
定
し
、
よ
り
身
近
な
議
会
を
め
ざ
し
団

体
と
の
意
見
交
換
会（
通
称「
か
た
っ
み

ろ
会
」）
と
し
て
今
年
か
ら
再
始
動
い
た

し
ま
す
。
議
会
も
変
わ
ろ
う
と
努
力
を
重

ね
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
町
民
の
皆
さ

ま
に
は
挑
戦
し
て
い
る
議
会
に
注
目
し
て

い
た
だ
き
、
共
に
手
を
取
り
合
っ
て
三
股

町
の
発
展
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

議
会
は
議
決
機
関
と
し
て
、
町
民
福
祉

の
充
実
や
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
念
頭

に
掲
げ
、
行
政
執
行
部
に
対
す
る
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
責
務
で
あ
り
ま

す
の
で
、
町
民
の
視
点
で
し
っ
か
り
と
そ

の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

現
在
の
三
股
町
が
あ
る
の
は
先
人
の
努

力
の
お
か
げ
で
あ
り
ま
す
。
新
年
に
あ
た

り
三
股
町
の
歴
史
に
も
思
い
を
馳
せ
、
全

て
の
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
本
年
が
幸

多
き
年
で
あ
る
事
を
御
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

三股町長 木
き

佐
さ

貫
ぬ き

 辰
た つ

 生
お

三股町議会議長 池
い け

 邉
べ

 美
よ し

 紀
の り

「
旧
年
中
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

謹
ん
で
新
年
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
」

「
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
」
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みまた　 霧島パノラマまらそん よかもん朝市出店リスト

計20店舗、出店予定！

７
月
1
日
か
ら
11
月
25
日
に
か
け
て
、

町
・
町
体
育
協
会
主
催
の「
第
11
回
み
ま

た
町
民
総
合
ス
ポ
ー
ツ
祭
」が
町
内
各
所

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
健
康
増

進
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
住
民
相
互
の
親

睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
計
14
種
目
が
行
わ
れ
、
参
加

者
は
日
ご
ろ
培
っ
た
力
と
技
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

な
お
優
勝
者
・
団
体
は
次
の
と
お
り
で

す（
敬
称
略
）。

●�
弓
道
：
男
子
／
宮み

や

元も
と

光ひ
か
る

、
女
子
／
中な

か

武た
け

陽よ
う

子こ

●�

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
：
男
子
／
久く

保ぼ

正ま
さ

廣ひ
ろ

、

女
子
／
瀬せ

尾お

マ
チ
子

●�

ミ
ニ
テ
ニ
ス（
ペ
ア
）：
永な

が

山や
ま

敬け
い

一い
ち

・
森も

り

田た

久く

美み

子こ

●�

卓
球
バ
レ
ー
：
木き

下し
た

マ
ル
エ
・
中な

か

内う
ち

弘ひ
ろ

美み

・
上う

え

原は
ら

マ
リ
子
・
別べ

つ

納の
う

征い
く

歐お

・
西に

し

村む
ら

ト
キ
エ
・
南な

ん

條じ
ょ
う

翔し
ょ
う

太た

●�

自
治
公
民
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル（
雨

天
の
た
め
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
変
更
）：

餅
原
自
治
公
民
館

●
四
半
的
弓
道
：
下し

も

沖お
き

光み
つ

治は
る

●�

ペ
タ
ン
ク
：
有あ

り

村む
ら

實さ
ね

男お

・
宮み

や

里ざ
と

翠み
ど
り

・
藤ふ

じ

沢さ
わ

英ひ
で

夫お

●�

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
：
男
子
／
大お

お

峰み
ね

幸ゆ
き

雄お

、女
子
／
園そ

の

田だ

リ
カ

●�

卓
球
：
男
子
／
宮み

や

口ぐ
ち

健け
ん

嗣じ

、
女
子
／
川か

わ

崎さ
き

れ
い
子

●�

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
：
小お

山や
ま

田だ

寛ひ
ろ

子こ

●�

陸
上
：
１
０
０
㍍
／
【
女
子
】井い

の

上う
え

萌も

愛あ
ら（
小
１
）岡お

か

崎ざ
き

朱あ
か

莉り

（
小
２
）桒く

わ

畑は
た

夏な
つ

海み

（
小
３
）早わ

さ

田だ

光み
つ

姫き

（
小
４
）黒く

ろ

木き

巴は

愛ち
か（
小
５
）、【
男
子
】米よ

ね

村む
ら

祐ゆ
う

人と

（
小
３
）

吉よ
し

田だ

空そ

桜お

（
小
４
）
神か

み

之の

門か
ど

太た
い

志し

（
小

６
）、
１
０
０
０
㍍
／
【
女
子
】水み

ず

町ま
ち

心こ
と

音ね

（
一
般
）【
男
子
】畠は

た

中な
か

千ち

颯は
や（
小
３
）、

花は
な

岡お
か

利り

玖く

斗と

（
小
４
）、
豊と

よ

増ま
す

悠ゆ
う

大だ
い（
小

５
）吉よ

し

川か
わ

飛ひ
ゅ
う

向が

（
小
６
）、
竹た

け

下し
た

光こ
う

栄え
い（
中

２
）早わ

さ

田だ

賢け
ん

二じ

（
一
般
）、
女
子
８
０
０

㍍
／
井い

の

上う
え

璃り

愛あ
ら（
小
３
）黒く

ろ

木き

巴は

愛ち
か（
小

５
）宮み

や

迫さ
こ

瑠る

菜な

（
小
６
）

●�

硬
式
テ
ニ
ス
：
男
子
単
・
上
級
以
上
／

増ま
す

野の

祐ゆ
う

也や

、
男
子
単
・
中
級
以
下
／
木こ

場ば

康や
す

彰あ
き

、
女
子
単
・
オ
ー
プ
ン
／
久ひ

さ

永な
が

京き
ょ
う

子こ

●�
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
：
こ
う
ち
ゃ
ん

●�
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
：
１
部
／
リ
カ
ー

ズ
Ａ
、２
部
／
バ
ラ
エ
テ
ー
ズ

第
11
回
み
ま
た
町
民
総
合
ス
ポ
ー
ツ
祭

バスケットボール バドミントン 卓球 パークゴルフ ペタンク

硬式テニス ソフトボール（ニュースポーツに変更） 卓球バレー

ミニバレーボール

ミニテニス（ペア）

選手宣誓：佐
さ

藤
とう

誠
せい

一
いち

さん

熱
戦
繰
り
広
げ
ら
れ
たP

P

P

P

P

P

P
P

P

P
P

こ
の
日
だ
け
よ
か
も
ん
朝
市
を

ま
ら
そ
ん
会
場
で
開
催
し
ま
す
。

み
ま
た
○
霧
島
パ
ノ
ラ
マ

第４回 みまた　 霧島パノラマまらそん
×

三股町物産館
よかもんや
キャラクター

んじゃ様

当日、会場内は多くの人出が予想されます。車で来場される方は、係員の指示に従って、駐車してください。

ラ
ン
ナ
ー
を

応
援
に
行
っ
ど
!!

特別コラボ企画

※会場で応援いただいた方の中から200人にプレゼントを差し上げます。

日時：平成31年1月27日日
午前8時〜午後1時

手づくり屋 丸穂味噌
トプカ 柿の葉寿司

パン・マルシェ フードサービス和空
中村食肉 川路こんにゃく
タカヒラ 三種の匠

ナンバー食品 Easy5-ing
あん・あん お茶のつかさ園

あんぱさんど よかもんや 他

種目 スタート時間 エントリー数

ハーフ 午前9時10分 712人

2km 午前9時15分 298人

2kmファミリー 午前9時17分 291人

3km 午前9時25分 213人

5km 午前9時35分 190人

ん

みまたん駅前
よかもん朝市の会・

広報みまた 2019.15 4広報みまた 2019.1



歳
入歳

出
一般会計　歳入総額

105億6,143万円

平
成
29
年
度

決
算
報
告

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
負
担
金
、
そ
し
て
国
や
県
か
ら
の
交
付
金
や
補
助
金

な
ど
は
、町
民
の
皆
さ
ん
が
よ
り
良
い
生
活
を
送
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
お
金
が
ど
の
く
ら
い
納
め
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か

を「
町
の
財
政
事
情
」と
し
て
広
く
知
ら
せ
る
た
め
に
、町
は
毎
年
決
算
を
公
表
し

て
い
ま
す
。

ま
た
地
方
公
共
団
体
は
、
毎
年
度
決
算
に
基
づ
き
、「
健
全
化
比
率（
４
指
標
）」

と「
資
金
不
足
比
率
」を
算
定
し
、公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●自主財源と依存財源の違い
■ 自主財源　34億3,370万円（32.5％）

町税など、地方公共団体が自主的に収入し得る財源
■ 依存財源　71億2,773万円（67.5％）

国、県より定められた額を交付されたり、割り当てられたりする財源

◎一般会計決算額内訳

自主財源 32.5％

町税
21億5,870万円

（20.44％）

繰越金
3億5,442万円 

（3.36％）

諸収入など
6億4,199万円（6.08％）
◦分担金および負担金� 2億4,166万円
◦使用料および手数料� 1億4,219万円
◦財産収入� 877万円
◦寄附金� 1億2,089万円
◦諸収入� 1億2,848万円

地方交付税
28億1,666万円

（26.67％）

繰入金 
2億7,859万円

 （2.64％）

その他
6億1,755万円（5.85％）
◦地方譲与税	 1億2,605万円
◦利子割交付金	 302万円
◦配当割交付金	 601万円
◦株式等譲渡所得割交付金	 581万円
◦地方消費税交付金	 4億2,646万円
◦自動車取得税交付金	 2,360万円
◦地方特例交付金	 2,254万円
◦交通安全対策特別交付金	 406万円

町債
7億1,014万円

（6.72％）

国庫支出金
18億8,348万円

（17.83％）

県支出金
10億9,990万円

（10.41％）

依存財源67.5％

～
町
の
お
金
は
こ
の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
し
た
～

【表②】本町健全化判断比率（４指標）と資金不足比率（平成29年度決算）

※1 �実質赤字比率、連結実質赤字比率と将来負担比率は、算定の結果、黒字であるため「−％」となります
※2 �資金不足比率は、算定の結果、資金不足額はなく余剰額があるため「−％」となります

指　標 三股町の
算定結果

早期健全化基準
（オーバーすると黄色信号）

財政再生基準
（オーバーすると赤信号）

４
指
標

①実質赤字比率 －％　※ 1 14.64％ 20.00％
②連結実質赤字比率 －％　※ 1 19.64％ 30.00％
③実質公債費比率 3.2％ 25.00％ 35.00％
④将来負担比率 －％　※ 1 350.00％ 財政再生基準なし

 ⑤資金不足比率 －％　※ 2
経営健全化基準（オーバーすると黄色信号）

20.00％

①実質赤字比率
◦一般会計などの標準財政規模に対する、歳出総額から歳入総額を差し引いた額の割合
　家計に例えると、年収に対しその年の赤字がいくらあるかという割合

②連結実質赤字比率
◦標準財政規模に対する、全会計の赤字額から黒字額を差し引いた額の割合
　家計に例えると、年収に対し同居している世帯の赤字がいくらあるかという割合

③実質公債費比率
◦標準財政規模に対する、一般会計などが負担する元利償還金と準元利償還金の割合の3カ年平均値
　家計に例えると、年収に対し借金返済額がいくらあるかという割合

④将来負担比率
◦標準財政規模に対する、一般会計などが負担する退職手当などの実質将来負担額の割合
　家計に例えると、年収に対し現在確定している将来負担する額（負債）がいくらあるかという割合

⑤資金不足比率
◦各公営企業会計の事業規模に対する、企業ごとの資金不足額の割合
　家計に例えると、別居している子ども（親）の世帯がいくら資金不足しているかという割合

歳入歳出

※「地方財政状況調査による分析後の数値」です。
※全ての表で、合計と内訳が一致しない箇所は、1,000円単位での四捨五入によるものです。

一般会計　歳出総額

102億7,836万円

民生費
43億537万円

（41.9％）

その他
2億9,718万円

（2.9％）
　◦議会費	 7,955万円
　◦労働費	 0万円
　◦商工費	 1億6,572万円
　◦災害復旧費	 5,191万円

消防費
3億1,643万円

（3.1％）

総務費
13億6,918万円

（13.3％）

土木費
10億7,671万円

（10.5％）

農林水産業費
3億8,499万円

（3.7％）

教育費
11億9,948万円

（11.7％）

公債費
6億4,250万円

（6.3％）

衛生費
6億8,654万円

（6.7％）

【表①】平成29年度歳入歳出決算額

町が持っている三つの財布
①一般会計…福祉、教育、都市整備や産業の振興など、皆さんが納める町税などが使われるもの
②特別会計…国民健康保険や介護保険など、特定の目的のために特定の収入を充てるもの
③企業会計…水道事業のように、事業の収益で費用を賄うもの（独立採算制）

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 差　引　額
一般会計 105億6,143万4,147円 102億7,836万3,989円 2億8,307万158円
特別会計 66億9,211万5,062円 63億8,282万2,017円 3億929万3,045円
国民健康保険事業 35億3,330万4,217円 32億7,068万4,667円 2億6,261万9,550円
後期高齢者医療保険事業 2億5,409万7,093円 2億5,301万1,599円 108万5,494円
梶山地区農業集落排水事業 4,762万6,370円 4,637万4,150円 125万2,220円
宮村南部地区農業集落排水事業 3,781万7,114円 3,715万7,187円 65万9,927円
介護保険事業 22億6,559万9,355円 22億3,290万　360円 3,269万8,995円
介護保険サービス事業 1,918万7,318円 1,534万3,394円 384万3,924円
公共下水道事業 5億3,448万3,595円 5億2,735万　660円 713万2,935円
企業会計（収益的収支決算） 4億2,380万1,820円 3億5,522万　897円 6,858万　923円
水道事業 4億2,380万1,820円 3億5,522万　897円 6,858万　923円

合　　　計 176億7,735万1,029円 170億1,640万6,903円 6億6,094万4,126円

総 務 費 管理事務のほか、戸籍や統計、徴税、選挙などに必要な経費
民 生 費 児童福祉や高齢者福祉などに必要な経費
衛 生 費 保健予防やごみ処理などに必要な経費
農林水産業費 農畜産業、林業や水産業に必要な経費
土 木 費 道路や橋、河川、公園、公営住宅などに必要な経費
消 防 費 消火・防火活動や、災害の被害軽減に必要な経費
教 育 費 学校教育や生涯学習、スポーツ・芸術文化の振興に必要な経費
議 会 費 議員報酬や費用弁償など、議会の活動に必要な経費
商 工 費 商工業の振興や観光事業に必要な経費
災 害 復 旧 費 災害によって生じた被害の復旧に必要な経費
公 債 費 公債（町の借金）や一時借入金の償還（返済）などに必要な経費

町 税 町民税や固定資産税、軽自動車税、法人町民税など
繰 入 金 特別会計や基金などから一般会計に繰り入れるもの
繰 越 金 前年度決算の剰余金を翌年度へ繰り越すもの
分担金および負担金 保育料など特定の事業のために徴収するもの
使用料および手数料 公営住宅使用料など受益者が実費負担するもの
諸 収 入 預金利子や町が融資した貸付金の返済金など

地 方 交 付 税 国の所得税や酒税などを、町の財政需要に応じて
国から交付されるもの

国 庫 支 出 金 町で事業を行う上で、国が負担、補助するもの
県 支 出 金 町で事業を行う上で、県が負担、補助するもの
町 債 町が国や銀行などから借り入れる資金

町
は
、「
財
政
事
情
」
や「
財
務
書

類
４
表
」
を
公
表
し
て
い
ま
す
。こ
れ

は
、
町
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営

さ
れ
、
現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ

る
の
か
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
す
る
た
め
に
公
表
す
る
も
の
で
す
。

町
で
は
、
皆
さ
ん
に
提
供
す
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
よ
っ
て
、３
つ

の
財
布（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企

業
会
計
）
を
使
い
分
け
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
と
７
つ

の
特
別
会
計
、
そ
し
て
企
業
会
計
を

合
わ
せ
た
総
額
は
、
歳
入
が
１
７
６

億
７
７
３
５
万
円
、
歳
出
が
１
７
０

億
１
６
４
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す

（
表
①
）。

一
般
会
計
は
、
歳
入
が
１
０
５
億

６
１
４
３
万
円（
対
前
年
度
比
４
・

９
％
増
）、
歳
出
が
１
０
２
億
７
８
３

６
万
円（
対
前
年
度
比
５
・
８
％
増
）

と
な
り
、
２
億
８
３
０
７
万
円
の
繰

り
越
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
構
成
内
容
を
見
る
と
、
町

税
21
億
５
８
７
０
万
円
を
柱
と
す
る

自
主
財
源
は
３
２
・
５
％
と
な
っ
て

お
り
、
依
然
と
し
て
財
政
基
盤
が
弱

い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。一
方
、
依
存

財
源
は
６
７
・
５
％
と
高
い
比
率
を

示
し
、昨
年
度
と
比
較
し
て
１
・
４
ポ

イ
ン
ト
増
加
し
て
い
ま
す
。そ
の
理
由

は
、
景
気
情
勢
の
若
干
の
浮
揚
や
新

築
住
宅
の
増
等
を
理
由
と
し
て
町
税

が
４
．２
％
増
加
し
て
い
る
一
方
で
、

町
営
住
宅
東
原
団
地
整
備
な
ど
の
大

き
な
事
業
に
取
り
組
ん
だ
た
め
、
町

債
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

一
方
、歳
出
で
は
、前
年
度
に
引
続

き
医
療
費
や
保
育
料
な
ど
に
か
か
る

経
費
が
大
き
な
割
合
を
占
め
、
土
木

費
に
お
い
て
は
、
前
出
の
町
営
住
宅

建
設
事
業
に
よ
り
４
億
２
１
８
５
万

円
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、借
金
返
済

の
費
用
で
あ
る
公
債
費
は
、
２
６
３

２
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

最
後
に
本
町
の「
健
全
化
判
断
比

率
」
と「
資
金
不
足
比
率
」
の
平
成
29

年
度
決
算
に
基
づ
く
算
定
結
果
は
、

い
ず
れ
も
基
準
を
下
回
っ
て
い
て
、健

全
な
財
政
状
況
と
い
え
ま
す（
表
②
）。

今
後
も
生
活
関
連
事
業
や
住
民
福

祉
施
策
な
ど
、
高
ま
る
行
財
政
需
要

に
積
極
的
に
対
応
す
る
一
方
、
将
来

像
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

財
政
の
健
全
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
＝

　
税
務
財
政
課 

財
政
係
☎
52
－
９
６
３
７

項

目

解

説
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Culture
◎問い合わせ
三股町立文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

●
県
内
高
校
演
劇
部
の
頂
点
が
決
定
！

11
月
17
日
～
18
日
、「
第
71
回
宮
崎
県
高

等
学
校
演
劇
県
大
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
場
校
は
、都
城
泉
ヶ
丘
高
校
、都
城
西
高

校
、都
城
商
業
高
校
、佐
土
原
高
校
、宮
崎
西

高
校
、延
岡
高
校
で
す
。ウ
ソ
発
見
器
が
日
常

に
設
置
さ
れ
て
い
る
話
や
、
教
室
に
い
る
自

縛
霊
の
話
、
ラ
グ
ビ
ー
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

話
な
ど
、
各
校
が
個
性
豊
か
な
作
品
を
熱
演

し
ま
し
た
。最
優
秀
校
に
選
ば
れ
た
都
城
西

高
校
は
、九
州
大
会
に
挑
み
ま
す
。

●
セ
リ
フ
が
な
い
お
芝
居
に
歓
喜

11
月
29
日
、
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
を
楽

し
ま
せ
て
い
る「
ま
し
ゅ
＆K

ケ
イ

ei

」の
２
人
に

よ
る
セ
リ
フ
の
な
い
お
芝
居「B

バ

デ

ィ

uddy! 

―

あ
・
い
・
ぼ
・
う
―
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
学
ん
だ
サ
ー
カ
ス
芸
と
音
楽

を
融
合
さ
せ
た
、
コ
ミ
カ
ル
な
動
き
と
表
情

で
表
現
さ
れ
る
お
芝
居
は
、
セ
リ
フ
が
な
く

と
も
観
客
に
十
分
に
伝
わ
り
、
会
場
は
笑
い

と
感
動
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

●
劇
団
こ
ふ
く
劇
場『
た
だ
い
ま
』公
演

２
月
15 
日（
金
）～ 

17 

日（
日
）、劇
団
こ
ふ

く
劇
場
第
15
回
公
演『
た
だ
い
ま
』
が
行
わ

れ
ま
す
。

劇
団
こ
ふ
く
劇
場
は
、
本
町
の
子
ど
も
劇

団「
み
ま
た
座
」、み
ま
た
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル『
ま
ち
ド
ラ
！
』
の
企
画
や
製
作
の
ほ

か
、町
立
文
化
会
館
開
設
10
周
年
・
15
周
年
記

念
の
演
劇
公
演『
お
は
よ
う
、わ
が
町
』の
創

作
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
本
町
を
中
心
に
全

国
で
活
動
し
て
い
る
劇
団
で
す
。

上
演
す
る『
た
だ
い
ま
』
は
、
北
は
札
幌
、

南
は
沖
縄
ま
で
全
国
10
会
場
を
ま
わ
り
、
最

後
に
本
町
で
上
演
さ
れ
ま
す
。

登
場
人
物
は
、文
具
店
に
勤
め
る
女
、豆
腐

職
人
の
男
、主
婦
、仕
事
を
探
す
女
た
ち
。穏

や
か
に
日
常
を
暮
ら
す
普
通
の
人
々
の
、
か

け
が
え
の
な
い
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
で
す
。

作
・
演
出
は
、永な
が

山や
ま

智と
も

行ゆ
き（
劇
団
代
表
）、出

演
は
、あ
べ
ゆ
う
、か
み
も
と
千ち

春は
る

、濵は
ま

砂す
な

崇た
か

浩ひ
ろ

、
大お
お

迫さ
こ

紗さ

佑ゆ

里り

、
中な
か

村む
ら

幸さ
ち

で
す
。

詳
し
く
は
、本
紙
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

高校演劇県大会、都城西高校の舞台

劇団こふく劇場『ただいま』公演

Library
◎問い合わせ
三股町立図書館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200 FAX.51-3751

全ての入賞作品を展示しました
【
感
想
画
の
部（
敬
称
略
）】

未
就
学　

岩い
わ

崎さ
き　

純す
み

麗れ
（
三
股
中
央
保
育
園
）

小
学
１
年
生　

北き
た

村む
ら　

隼は
や

人と
（
勝
岡
小
）

小
学
２
年
生　

馬ば

場ば　

こ
こ
ね（
梶
山
小
）

小
学
３
年
生　

日ひ

髙だ
か　

優ゆ

恵え

里り
（
三
股
西
小
）

小
学
４
年
生　

安あ
ん

樂ら
く　

光こ
う

翼す
け（

三
股
西
小
）

小
学
５
年
生　

中な
か

原は
ら　

櫻さ
く
ら

子こ
（
三
股
小
）

小
学
６
年
生　

德と
く

丸ま
る　

弓ゆ
み

華か
（
三
股
小
）

●〝
全
国
訪
問
！
お
は
な
し
隊
〟が
や
っ
て
来
る

全
国
を
訪
問
し
て
い
る『
講
談
社
お
は

な
し
隊
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
』が
、
１
月
20
日

（
日
）に
図
書
館
へ
や
っ
て
来
ま
す
。た
く
さ

ん
の
絵
本
を
載
せ
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の
見

学
や
、
お
は
な
し
隊
に
よ
る
お
は
な
し
会
を

行
い
ま
す
。
親
子
で
絵
本
の
時
間
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
内
容
は
、
①
10
時
30
分
～
11

時「
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
見
学（
図
書
館
東
側
駐

車
場
）」、
②
11
時
05
分
～
11
時
35
分「
お
は

な
し
隊
に
よ
る
お
は
な
し
会（
図
書
館
内
多

目
的
ル
ー
ム
）」で
す
。

ま
た
、
１
月
17
日（
木
）
～
30
日（
水
）は
、

「
地
震
イ
ツ
モ
パ
ネ
ル
展
」を
開
催
し
ま
す
。

■
休
館
案
内（
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

●
町
読
書
感
想
文
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

町
読
書
感
想
文
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
に
た

く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
想
文
が
小
学
生
・
中
学

生
２
１
７
点
、
感
想
画
が
幼
稚
園
保
育
園
・

小
学
生
１
４
４
点
、
合
計
３
６
１
点
の
作
品

が
集
ま
り
ま
し
た
。
本
を
読
ん
で
思
っ
た
こ

と
な
ど
が
の
び
の
び
と
表
現
さ
れ
、
ど
の
作

品
も
す
ば
ら
し
い
内
容
で
し
た
。
図
書
館
に

は
た
く
さ
ん
の
本
が
あ
り
ま
す
の
で
、
心
を

豊
か
に
す
る
読
書
を
今
後
も
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。
審
査
の
結
果
、
入
賞
者
が
決
定
し
ま

し
た
の
で
、
最
優
秀
賞
受
賞
者
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

【
感
想
文
の
部（
敬
称
略
）】

小
学
１
年
生　

児こ

玉だ
ま　

龍り
ゅ
う

斗と
（
三
股
小
）　

小
学
２
年
生　

安あ
ん

藤ど
う　

結ゆ
う

貴き
（
三
股
西
小
）

小
学
３
年
生　

江え

口ぐ
ち　

颯そ
う

馬ま
（
三
股
小
）

小
学
４
年
生　

田た

島じ
ま　

蒼そ
う

太た

郎ろ
う（
勝
岡
小
）

小
学
５
年
生　

安あ
ん

藤ど
う　

結ゆ
い

音ね
（
三
股
西
小
）

小
学
６
年
生　

大お
お

﨑さ
き　

麻ま

央お
（
梶
山
小
）　

中
学
３
年
生　

恒つ
ね

吉よ
し　

羽は

月づ
き（
三
股
中
）

おはなしキャラバンカーの様子

外国語指導助手のコーナー

日
本
の
隠
れ
た
食
文
化

年
末
年
始
の
休
み
に
、
三
股
町
の
給
食

の
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。皆
さ
ん
は
給
食

と
い
え
ば
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？
お

か
ず
、ご
飯
、副
菜
が
あ
り
、新
鮮
な
具
材

も
た
っ
ぷ
り
入
っ
て
い
て
、
と
て
も
す
ば

ら
し
い
食
事
だ
と
思
い
ま
す
。ど
う
し
て

も
苦
手
な
食
べ
物
も
あ
り
ま
す
が
、
好
き

な
食
べ
物
、
あ
る
い
は
好
き
に
な
っ
た
食

べ
物
が
出
る
こ
と
の
方
が
多
い
で
す
。見

た
こ
と
の
な
い
日
本
の
食
べ
物
や
、
最
初

ち
ょ
っ
と
不
安
に
思
っ
た
料
理
も
、
結
局

好
き
に
な
っ
た
こ
と
が
今
ま
で
に
何
回
も

あ
り
ま
し
た
。日
本
に
来
る
の
は
三
回
目

で
す
が
、
日
本
料
理
に
多
く
使
わ
れ
て
い

る
ゴ
ボ
ウ
を
今

回
の
給
食
で
初

め
て
食
べ
ま
し
た
。給
食
は
、日
本
人
に
馴

染
み
の
あ
る
料
理
を
口
に
す
る
よ
い
機
会

で
す
。来
日
す
る
観
光
客
に
聞
い
た
ら
、日

本
食
と
い
え
ば
お
寿
司
や
う
ど
ん
だ
と
言

い
ま
す
し
、
た
ぶ
ん
皆
さ
ん
も
こ
の
よ
う

に
答
え
る
と
思
い
ま
す
。で
も
、皆
さ
ん
は

家
で
お
寿
司
を
食
べ
る
回
数
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
は
な
い
と
思
い
ま
す
。や
は
り
、各
国

の
食
文
化
と
は
、
一
番
有
名
な
食
べ
物
よ

り
毎
日
食
べ
る
物
だ
と
思
い
ま
す
。給
食

は
日
本
の
食
文
化
と
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

〜大人も一緒に「食育」〜
いきいき げんき！ ★健康バランス食実践のために★

● 問い合わせ：町健康管理センター  ☎52−8481毎月19日は
食 育 の 日

旬の食材は　おいしい！栄養価が高い！安い！といいこと尽くしです。旬の食
材を使った健康バランス食を紹介します。ご家庭での献立にご利用ください。

★１月の旬の食材　キャベツ、ネギ、カリフラワー、水菜、リンゴ（材料は全て1人分です）。
ンソメ…1/2個、水溶き片栗粉（水小さじ1/2+片栗粉小さじ1/4）

作り方�　�①卵を溶く。水菜は長さ2㌢に切る。②鍋に水とコンソメを入れ、沸
騰したら水溶き片栗粉を加える。③再び沸騰したら卵を入れ、浮いて
きたら水菜とゴマ油を入れて火を止める。

◎もう一品　リンゴ
 54㌔㌍　塩分0㌘　
材　料　リンゴ…100㌘

リプリー・カラリー

◎主食　ご飯
 168㌔㌍　塩分0㌘
材　料　�ご飯…100㌘

◎主菜　回鍋肉（ ホイコーロー ）
 333㌔㌍　塩分1.0㌘
材　料　��豚バラ薄切り肉…60㌘、キャベツ…100㌘、長ネギ…20㌘、ピー

マン…20㌘、油…小さじ１/2、●しょう油…小さじ1/2、●甜
てん

麺
めん

醤
じゃん

…小さじ1、●酒…小さじ1/2、●水…小さじ1/2、●片栗粉…
小さじ1/2

作り方　�①●の調味料を合わせてたれを作る。②キャベツ、ピーマンはざく
切り、長ネギは斜め薄切りにする。豚肉は一口大に切る。③フライ
パンに油を熱し、肉を炒める。色が変わったら長ネギ、キャベツ、ピー
マンの順にさっと炒める。④火を弱め、たれを入れて全体に絡める。

◎副菜　カリフラワーのキャロットマリネ
 70㌔㌍　塩分0.5㌘
材　料　�カリフラワー…100㌘、ニンジン…10㌘、オリーブ油…小さじ1、

塩…小さじ1/10、砂糖…小さじ1/5、コショウ…少々
作り方�　�①カリフラワーは小房に分けて塩湯で硬めに茹で、ザルにあげて冷

ます。②ニンジンはすりおろし、調味料と合わせる。③粗熱が取れ
たカリフラワーを加えて和える。

◎副菜　ふわふわ卵スープ
 71㌔㌍　塩分1.3㌘
材　料　�卵…1/2個、水菜…30㌘、ゴマ油…小さじ1/3、水…120㍉㍑、コ

地域おこし協力隊通信

vol
.1 わたしたち協力隊の活動のようすをお伝えします

『移住して2年が経ちました』

三股町地域おこし協力隊として移住をして２年が経ち、

三股町の皆さんの温かい応援のおかげで、日々楽しく刺激

的な毎日を送っています。以前は東京都渋谷区に住んでお

り、世界一の乗降人員（1日平均353万人）を誇る新宿駅か

ら歩いて10分、超高層ビル群に囲まれた場所でした。息

子の保育園問題が起きるタイミングと同じ時期に、三股町

の地域おこし協力隊の募集を知ったのが、大きなきっかけ

でした。息子には伸び伸びとした環境で育ってもらいたい、

そんな思いを以前から抱いていたこともあり、自然豊かな

三股町長田地区へ移住を決断しました。生活の全てが変化

しましたが、三股町のパワーと可能性に感動しながら生活

ができています。 笠島一

郎（埼玉県川口市出身）幸

代（宮崎市出身）正輝（東

京都渋谷区出身）をよろ

しくお願いします。
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11
月
８
日
、
太
田
て
る
子
さ
ん

が
町
長
室
を
訪
れ
、
木
佐
貫
町
長

に
文
部
科
学
大
臣
が
表
彰
す
る
社

会
教
育
功
労
者
表
彰
の
受
賞
を
報

告
し
ま
し
た
。太
田
さ
ん
は
、24
年

に
わ
た
り
町
体
育
指
導
員(

現
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員)

な
ど
を
務
め
、

町
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
運
動
や
青
少
年

の
健
全
育
成
に
尽
力
。中
で
も
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
に
努
め
、
和
太
鼓
の
演
奏
を
提

案
し
、直
接
指
導
を
行
い
、町
内
の

祭
り
な
ど
で
演
奏
を
披
露
し
、
広

く
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
こ
う
し

た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

11
月
22
日
、
い
い
夫
婦
の
日
に

ち
な
ん
で
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
木
佐
貫
辰
生
会
長
）
は
、総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
元
気
の
杜
で「
第
33

回
三
股
町
金
婚
式
祝
賀
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。こ
の
日
は
、昭
和
43

年
以
前
に
結
婚
し
た
夫
婦
41
組
が

対
象
。式
で
は
、木
佐
貫
会
長
が
各

夫
妻
に
祝
い
状
と
記
念
品
を
贈
呈
。

ま
た
、
会
場
で
は
祝し

ゅ
く

舞ま
い

や
舞ぶ

踊よ
う

の

披
露
、
大
正
琴
の
演
奏
が
お
祝
い

ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。出

席
者
は
、
苦
労
も
喜
び
も
共
に
し

て
歩
ん
だ
50
年
の
月
日
を
振
り
返

り
な
が
ら
、
全
員
で
喜
び
の
節
目

を
祝
い
ま
し
た
。

11
月
３
日
、
町
立
文
化
会
館
で
、

町
体
育
協
会
と
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
主
催
の「
ス
ポ
ー
ツ
特
別
講
演

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

は
、
元
競
泳
選
手
の
松ま

つ

田だ

丈た
け

志し

さ

ん
が「
夢
を
喜
び
に
変
え
る 

自じ

超ち
ょ
う

力り
ょ
く」
と
題
し
て
講
演
。４
度
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
４
つ
の
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
松
田
さ
ん
が
、
４
歳
か

ら
彼
を
育
て
た
恩
師
・
久く

世ぜ

由ゆ

美み

子こ

コ
ー
チ
と
と
も
に
、
28
年
の
選

手
生
活
で
身
に
つ
け
た「
自
分
を

超
え
る
チ
カ
ラ
」
に
つ
い
て
話
し

ま
し
た
。約
３
０
０
人
の
子
ど
も

た
ち
や
保
護
者
な
ど
の
参
加
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

ちの話題ま
MIMATA TOWN'S TOPICS

参
加
者

時と
き

任と
う

駿し
ゅ
ん

介す
け

く
ん

（
三
股
小
４
年
）

「
舞
台
に
立
て
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。練
習
は
大

変
だ
っ
た
け
ど
、
み
ん
な
で
上
手
に
で
き
た
こ

と
が
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
」

塩し
お 

塚つ
か 

澄す
み 

夫お  

　

千ち

代よ

子こ  

　

（
東
植
木
在
住
）

「
円
満
の
秘
訣
は
長
年
の
共
通
の
趣
味（
テ
ニ
ス
）

が
あ
り
、
同
じ
話
題
で
楽
し
め
る
こ
と
。苦
労
も

乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
ま

し
た
」

11
月
５
日
、
町
役
場
に
お
い
て
、

県
の
立
ち
合
い
の
も
と
、
本
町
と

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
不ふ

織し
ょ
く

布ふ

を
製
造
す

る
㈱
ヨ
コ
ム
と
の
間
で
、
立
地
協

定
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
社
は
大
阪
府
で
昭
和
30
年
に

創
業
、
昭
和
44
年
に
本
町
へ
工
場

を
移
転
し
、
長
年
地
元
に
根
づ
い

て
き
た
企
業
で
す
。今
回
、大
手
自

動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
吸
音
材
需

要
に
応
え
る
生
産
設
備
増
強
の
た

め
新
工
場
を
建
設
し
、
地
元
か
ら

本
年
度
６
人
、
来
年
度
４
人
の
新

規
雇
用
を
計
画
し
て
い
ま
す
。地

域
経
済
の
さ
ら
な
る
活
性
化
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
と
立
地
協
定
を
締
結

㈱
ヨ
コ
ム
が
新
工
場
増
設

受
賞
者

太お
お

田た

て
る
子こ

さ
ん

（
東
原
在
住
）

「
大
変
光
栄
で
す
。
継
続
し
て
き
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
た
の
も
皆
さ
ん
の
支
え
が
あ
れ
ば
こ
そ
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
づ
く

り
に
関
わ
れ
れ
ば
と
思

い
ま
す
」

11
月
９
日
、
町
立
文
化
会
館
で
、

町
教
育
研
究
会
音
楽
部
会
主
催
の

「
第
36
回
三
股
町
小・中
学
校
合
同

音
楽
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ

れ
は
、
音
楽
を
通
し
て
豊
か
な
感

性
を
育
て
る
こ
と
や
、
他
校
の
児

童
・
生
徒
と
の
交
流
を
深
め
る
こ

と
な
ど
を
目
的
に
毎
年
開
か
れ
て

い
る
も
の
で
す
。こ
の
日
は
、町
内

全
小
中
学
校
か
ら
４
４
６
人
が
参

加
し
、
息
の
合
っ
た
合
唱
や
合
奏

を
披
露
。会
場
は
大
き
な
拍
手
に

包
ま
れ
ま
し
た
。ま
た
、開
幕
と
閉

幕
で
は
、
観
客
も
一
緒
に
全
員
で

合
唱
し
、
会
場
全
体
が
一
つ
に
な

り
ま
し
た
。

音
楽
を
通
じ
豊
か
な
心
を

小
・
中
学
校
合
同
音
楽
会

㈱
ヨ
コ
ム

代
表
取
締
役

横よ
こ

山や
ま

泰や
す

丈た
け

さ
ん

（
蓼
池
在
住
）

「
地
元
の
雇
用
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
、

町
と
連
携
し
て
地
域
発
展
に
努
め
て
い
き
ま

す
」

10
月
29
日
、
町
役
場
に
お
い
て
、

県
の
立
ち
合
い
の
も
と
、
本
町
と

ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
な
ど
の
製
造
や
組

み
立
て
を
行
う
㈱
匠た

く
みと
の
間
で
、

立
地
協
定
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。同
社
は
町
内
に「
三
股
工

場
」を
建
設
し
、７
月
か
ら
操
業
を

開
始
。大
手
コ
ン
ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン

や
大
型
店
舗
向
け
の
窓
や
ド
ア
な

ど
を
製
造
し
ま
す
。今
回
の
工
場

新
設
で
地
域
経
済
の
さ
ら
な
る
活

性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。調

印
式
で
、木
佐
貫
町
長
は「
新
規
雇

用
は
大
変
あ
り
が
た
い
。町
と
し

て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

本
町
と
立
地
協
定
を
締
結

㈱
匠
が
町
内
に
新
工
場

「
未
経
験
の
人
や
子
育
て
世
代
の
女
性
で
も
安
心

し
て
働
け
る
職
場
環
境
を
作
り
た
い
と
思
い
ま

す
」

㈱
匠
代
表
取
締
役
社
長

川か
わ

田だ

　
匠た
く
み

さ
ん

（
都
城
市
在
住
）

共
に
歩
ん
だ
半
世
紀

金
婚
式
を
祝
う

太
田
て
る
子
さ
ん

社
会
教
育
功
労
者
表
彰
を
受
賞

未
来
の
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
へ

町
ス
ポ
ー
ツ
特
別
講
演
会

参
加
者
（
樺
山
ス
ポ
ー
ツ
）

飛と
び

松ま
つ

英え
い

佑す
け

く
ん

（
三
股
小
６
年
）

「
世
界
レ
ベ
ル
の
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
直
接
、
目
標
を

持
ち
努
力
し
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
の

で
、
今
後
に
生
か
し
て
い

き
た
い
で
す
」

９
月
22
～
24
日
、
愛
知
県
で
行

わ
れ
た「
第
７
回
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
夏
季
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ゲ
ー
ム・愛
知
」に
出
場
し
た

鳥と
り

丸ま
る

雄ゆ
う

貴き

さ
ん
が
11
月
8
日
、町

役
場
を
訪
れ
、
木
佐
貫
町
長
に
優

勝
を
報
告
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会

は
、
知
的
障
害
の
あ
る
ア
ス
リ
ー

ト
の
世
界
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
の
国
内
大
会
で
、
鳥
丸
さ
ん
は

陸
上
競
技
２
０
０
㍍
走（
デ
ィ
ビ

ジ
ョ
ン
Ｍ
２
）
の
種
目
で
見
事
１

位
を
獲
得
。木
佐
貫
町
長
は「
大

舞
台
で
の
経
験
を
今
後
に
活
か
し

て
、
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
し

ま
す
」
と
、激
励
し
ま
し
た
。

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

鳥
丸
さ
ん
全
国
大
会
で
金
メ
ダ
ル

受
賞
者

鳥と
り

丸ま
る

雄ゆ
う

貴き

さ
ん

（
稗
田
在
住
）

「
緊
張
も
あ
ま
り
せ
ず
普
段
ど
お
り
の
練
習
の
成

果
が
結
果
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
」

11
月
12
日
、長
田
小
学
校（
原は

ら

口ぐ
ち

理り

香か

校
長
、41
人
）の
児
童
が
町
長

室
を
訪
れ
、
今
年
収
穫
し
た
お
米

を
西
村
副
町
長
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

同
校
で
は
、
食
へ
の
感
謝
の
心

を
育
む
た
め
、
田
植
え
か
ら
稲
刈

り
ま
で
の
作
業
を
授
業
に
毎
年
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。今
年
収
穫
さ

れ
た
お
米
は
３
４
３
㌔
ɡ
と
例
年

ど
お
り
の
豊
作
。３
㌔
ɡ
ず
つ
に

袋
詰
め
し
た
お
米
は
、
協
力
し
て

く
れ
た
地
域
の
人
た
ち
に
お
礼
と

し
て
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
10
月

28
日
に
は
、町
物
産
館「
よ
か
も
ん

や
」で
、子
ど
も
達
が
自
ら
の
手
で

一
般
へ
の
販
売
も
行
い
ま
し
た
。

稲
刈
り
の
参
加
者

二ふ
た

見み

妃ひ

菜な

さ
ん

（
長
田
小
６
年
）

「
稲
が
横
た
わ
っ
て
い
て
、
刈
る
の
が
難
し
い

部
分
も
あ
っ
た
け
ど
無
事
刈
り
取
れ
ま
し
た
。

後
輩
た
ち
が
今
後
、
引

き
継
い
で
い
っ
て
ほ
し

い
で
す
」

た
く
さ
ん
収
穫
で
き
ま
し
た

長
田
小
児
童
が
お
米
を
寄
贈

「
三
股
Ｃ
」チ
ー
ム

平ひ
ら

部ベ

雅ま
さ

啓ひ
ろ

さ
ん

（
下
新
在
住
）

「
全
国
の
強
豪
チ
ー
ム
相
手
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

で
勝
ち
進
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
も
町

全
体
に
競
技
の
輪
を
広

げ
て
い
き
た
い
で
す
」

11
月
3
～
６
日
、
富
山
県
南な

ん

砺と

市
で
行
わ
れ
た「
第
31
回
全
国
健

康
福
祉
祭
と
や
ま
大
会『
ペ
タ
ン

ク
の
部
』」で
優
秀
賞（
ベ
ス
ト
16
）

に
輝
い
た「
三
股
Ｃ
」チ
ー
ム
の
皆

さ
ん
が
11
月
12
日
、
町
長
へ
受
賞

の
報
告
を
し
ま
し
た
。

三
股
代
表
は
平ひ

ら

部ベ

雅ま
さ

啓ひ
ろ

さ
ん
、

山や
ま

元も
と

凱か
ち

雄お

さ
ん
、岡お

か

田だ

辰た
つ

男お

さ
ん
、

宮み
や

迫さ
こ

八や
え

子こ

さ
ん
の
４
人
で
構
成
。

全
員
が
、下
新
ペ
タ
ン
ク
協
会（
平

部
雅
啓
会
長・
21
人
）の
会
員
で
す
。

週
３
回
の
練
習
で
互
い
に
技
術

の
研
さ
ん
に
励
ん
で
い
る
皆
さ
ん
。

大
舞
台
で
日
ご
ろ
の
成
果
を
見
事

に
発
揮
し
ま
し
た
。

ペ
タ
ン
ク
全
国
大
会
で
優
秀
賞

三
股
Ｃ
チ
ー
ム
が
受
賞
報
告

12
月
15
日
、
町
職
員
有
志
で

構
成
す
る「
え
き
に
ぎ
」
主
催
の

「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
♥
み
ま
た
」

が
Ｊ
Ｒ
三
股
駅
周
辺
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。保
育
園
児
な
ど
、
地
域

住
民
が
紙
袋
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で

手
作
り
し
た
灯
籠
約
５
千
個
に
参

加
者
が
一
つ
ず
つ
点
火
。冬
の
夜

に
浮
か
び
上
が
る
幻
想
的
な
光
景

に
、
訪
れ
た
約
２
千
人
の
来
場
者

は
皆
う
っ
と
り
と
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。ま
た
、み
ま
た
ん
駅
前
よ
か

も
ん
元
気
会
主
催
の「
よ
か
よ
か

夜よ

市い
ち

」
や
神か

み

水ず

流る

じ
ん
子
さ
ん
に

よ
る「
じ
ん
子
の
お
は
な
し
ラ
ジ

オ
」も
同
時
開
催
さ
れ
、イ
ベ
ン
ト

を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
ま
し
た

冬
の
夜
に
幻
想
的
な
明
か
り

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
トスローナイトらいぶ「じ

ん子のおはなしラジオ」
公開生放送！

参
加
者

夫
妻
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お知らせ Mimata Information

町では、地域に暮らす全ての人が支
え・助け合い、困りごとを「丸ごと」受
け止めるしくみづくりや、安全・安心し
て暮らしていく地域づくりの施策の実
現に向け、「地域福祉計画」「障害者基本
計画」「自殺対策行動計画」を策定しま
す。この３つの計画を「総合福祉計画」
として総称し、作成した素案を公表し
ますので、町民の皆様のご意見をお寄
せください。寄せられた意見は、計画
に反映させたうえで町の考えとともに、
結果を町公式サイトなどで公表する予
定です。
■意見の募集期間＝１月21日（月）～
２月20日（水）
■公表の場所＝①福祉課 社会福祉係
　※�土曜・日曜と祝日を除く午前８時

30分～午後５時
②�町公式サイト（パブリックコメン

トページ）町公式サイトアドレス
http://www.town.mimata.lg.jp/

■�意見の提出書類＝公表の場所に設
置してある「意見等提出書」をご利
用ください。
また、様式は町公式サイトからもダ
ウンロードできます。

■�提出方法＝住所、氏名または団体名
を明記し、福祉課窓口へ持参するか、
封書で郵送してください。ファクス、
Ｅメールでも受け付けます。

■提出先・お問い合わせ＝
〒889-1995　三股町五本松1番地1
三股町役場　福祉課　社会福祉係
☎52－9061　ファクス52－0001
Ｅメールアドレス
syafuk-k@town.mimata.miyazaki.jp

気温が氷点下４℃以下になると、水
道が凍結しやすくなります。屋外、北側
で日が当たらない場所や露出している
水道管などは、特に注意が必要です。自
宅の水道は大丈夫でしょうか？天気予
報に注意して、水道管を凍結から守り

ましょう。
●凍結を防止するには＝
・少しだけ水を出しておく。
※�水道代が気になる人もいると思いま

すが、少しずつであればそれほど金額
は大きくありません。水道管が破損し
て修理する方がお金が掛かります。

・�水道管を保温材（布や毛布でも代用
可）で包み、その上からビニールテー
プなどを巻くと効果があります。

※�布や毛布が濡れると逆効果になるの
で注意してください。

●凍結で水が出ないときは＝
・自然に溶けるまで待つ。
・�凍った箇所にタオルなどを巻き付け

て、ぬるま湯をゆっくりとかける。
※�熱湯は水道管が破裂する可能性があ

ります。
・ドライヤーの温風を当てる。
●水道管が破裂したら＝

水道管が破裂した場合は、メーター
ボックス内の止水栓を閉めて、町指定
給水装置工事事業者に修繕を依頼して
ください。
※�町内給水装置工事事業者については、

お問い合わせください。
■お問い合わせ＝

環境水道課 上水道係
☎52－9081

４月１日から、県獣医師会の狂犬病
予防注射手数料が改定されます。

■お問い合わせ＝
（一社）宮崎県獣医師会事務局
☎0985－24－7532

平成31年１月分以降の農地法に関す
る申請の受け付け期間は次のとおりで
す。申請受付締切日までに、町農業委員
会事務局（町役場３階）に提出してくだ

さい。また、申請受付の内容は、町農業
委員会の議案や報告で取り扱う内容の
みです。農地法の規定による各種届出
などは随時受け付けています。

※�３条の町許可予定日は、申請を受け付
けた月の末日です。４条・５条の県許
可予定日は、申請を受け付けた月の翌
月中旬です。許可予定日は、他法令と
の関係で遅くなる場合があります。

■注意事項＝
書類に不足・不備などがある場合や、
事前の相談・打ち合わせが不十分で
ある場合は受け付けできませんので、
必ず事前に相談してください。
受付締切日までに提出されなかった
場合は、翌月の総会での審議になり
ますのでご了承ください。

■お問い合わせ＝
町農業委員会事務局
☎52－9087

■寄付者一覧
平成30年11月１日から11月30日まで
社会福祉法人　三股町社会福祉協議会
●忌明寄付

●一般寄付
ボランティアグループほうれんそう
代表 長野 征

ゆく

子
こ

………………… １万円
三股中第17回卒業古希同窓会一同
………………………………2万4,729円

【所得税・消費税確定申告】
■�期間＝２月18日（月）～３月15日（金）

※土曜・日曜を除く。
■時間＝９時～午後４時
■会場＝都城市ウエルネス交流プラザ

※�期間中は、都城税務署内での申告
の相談は行いません。

■�提出方法＝申告会場で申告書を作
成して提出できます。また、国税庁
の公式サイトにある「確定申告書
等作成コーナー」で作成し、印刷し
て郵送などで提出することも可能
です。なお、１月からID・パスワー
ドを利用して、インターネット上で
e-Taxを行うことができます。ID・パ
スワードの発行を希望する人は、事
前に運転免許証などの本人確認書
類を持参のうえ、税務署で手続きを
してください。

【住宅ローン控除相談（申告書作成）会】
■日時＝

①２月14日（木）受付時間：午後１時
～３時 ②２月15日（金）受付時間：
午前９時～ 11時

■会場＝都城市ウエルネス交流プラザ
■�対象者＝給与所得者で、平成30年中

に住宅をローンで購入または増改
築して入居している人

■申込方法＝
電話または都城税務署窓口で事前に
予約をしてください。都城税務署☎
22-4377（自動音声案内に従い「2」を
選択してください）

【税制改正】
《スマートフォンで申告できます》

１月からスマートフォンで所得税の
確定申告ができます。
■�対象者＝給与所得者(年末調整済)で、

医療費控除または寄付金控除を適用
する人※事前に税務署で発行する専
用のIDとパスワードが必要です。

《配偶者控除等の改正》
配偶者控除の額が改正されるととも

に、合計所得金額が１千万円を超える
人は、配偶者控除の適用はできないこ
とになりました。また、配偶者控除特別
控除の対象となる配偶者の合計所得金
額の上限額が、76万円未満から123万円
以下に変更されました。

《医療費控除明細書添付義務化》
平成29年分の確定申告から、医療費控

除は領収書の提出が不要となりました。
ただし、領収書の提出の代わりに「医療
費控除の明細書」の添付が必要です。
《マイナンバー制度》

マイナンバーを記載した申告書など
を提出するときは、申告する人の本人
確認書類の提示または写しの添付が必
要です。
※�税制改正などに関する詳しい情報は、

国税庁の公式サイトをご覧ください。
【税理士無料確定申告相談】
■期間＝

２月１日（金）～２月28日（木）
※土曜・日曜・祝日を除く。

■場所＝
�南九州税理士会都城支部の各会員事
務所※のぼり旗が目印です。

■内容＝
所得税や個人の消費税に関する相談
※�申告書などの作成を依頼する場合

は有料です。
■相談予約＝

相談を希望する税理士事務所への事
前予約が必要です。

■お問い合わせ＝
南九州税理士会都城支部
☎25－3240

放課後児童クラブは、就労などで放
課後に保護者が不在となる児童に、町
内の児童館などで適切な遊び・生活の
場を与え、健全な育成を図ることが目
的です。利用するには、児童クラブへの

「登録」が必要です。登録を希望する家
庭は、新規・継続を問わず、必ず申請し
てください。利用できる児童クラブは、
児童福祉係にお問い合わせください。
■開所日時＝

・月曜～金曜…午後２時～６時
・�土曜、春・夏・冬休み…午前９時～

午後６時（月額2,000円で午前８時
からも利用できます）

■利用料金＝無料
■休館日＝

日曜、祝日、盆（８月13日～ 15日）、年

末年始（12月29日～翌年１月３日）
※��その他、台風やインフルエンザで

学校が休校の場合など
■対象児童＝

次の①、②のいずれかに該当する児童
①�放課後に就労などで保護者が不在

となる児童（原則として低学年の
児童が優先です）

②�保護者が就学・疾病・看護・出産
（育児休業を除く）などで、健全育
成上支援が必要な児童

※�①・②に加えて、開所日数の「２分
の１」以上利用すること、送迎は保
護者の責任で行うことが条件です。
また、夏休みなど長期休業だけの
利用はできません。

■登録期間＝
４月１日（月）～翌年３月31 日（火）

■登録できる児童クラブ＝
原則として、自宅近くの児童クラブ
への登録になります。
※�登録先の決定は、先着順ではあり

ません。新一年生から優先に、お住
まいの地域、保護者の就労等状況

（就労時間・就労日数など）を考慮
して決定します。必ずしも希望の
児童クラブへ登録できるとは限り
ません。また、定員を超える場合
は、他のクラブへの登録、もしくは
入所待機となりますのでご了承く
ださい。

■�申請方法＝「放課後児童クラブ登録
申請書」と「就労・内職証明書」を、登
録希望の児童クラブに提出してく
ださい。※申請書類は１月19日（土）
から町内の各児童クラブで配布予
定です。児童クラブの連絡先など詳
しい内容はお問い合わせください。

■�申請期間＝
２月１日（金）～２月22日（金）

■有料児童クラブも利用できます＝
児童クラブ登録者は、有料で８時か
らの利用も可能です。希望する人は、
利用の前月までに、登録している児
童クラブに有料児童クラブの申請書
を申請してください。
※�利用料金は月額一人2,000円です。

納付書でお支払いください。
■お問い合わせ＝

福祉課 児童福祉係
☎52－9060

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額

愛のご寄付

税に関するお知らせ

放課後児童クラブを
利用するには申請
が必要です

寒くなったら水道管
の凍結にご注意く
ださい

狂犬病予防注射手数
料が改定されます

農地法に関する申請
を受け付けます

農地法３・４・５条許可申請受付締切日
申請受付締切日 総会開催予定日
１月10日（木） １月29日（火）
２月12日（火） ２月28日（木）
３月11日（月） ３月28日（木）
４月10日（水） ４月26日（金）
５月10日（金） ５月29日（水）
６月10日（月） ６月28日（金）
７月10日（水） ７月30日（火）
８月13日（火） ８月28日（水）
９月10日（火） ９月30日（月）
10月10日（木） 10月30日（水）
11月11日（月） 11月28日(木)
12月９日（月） 12月24日（火）

西
にし

峰
みね

辰
たつ

夫
お

妻 テル 90 餅原 3万円
福 田　 勲

いさお

母 シヅ子 103 上米 3万円
竹 内　 坦

ひろし

妻 キイ 79 東原 3万円
上
うえ

木
こ

場
ば

フミエ 夫 哲夫 70 東植木 1万円
朝 倉 勝

かつ

昭
あき

母 ミツ子 81 長田 5 万円
大 村 孝

こう

一
いち

母 敏
とし

江
え

87 上米 3万円
有村真由美 父 治

はる

通
みち

82 勝岡 3万円
佐 澤 次 郎 伯母 木下春江 98 仲町 3万円
西畑ヨシ子 夫 博

ひろ

之
ゆき

76 蓼池 5 万円

町総合福祉計画の策
定にご意見をお寄
せください

改定前
3,000円
【内訳】	注射手数料…… 2,450円
	 注射済票手数料…550円

改定後
3,300円
【内訳】	注射手数料…… 2,750円
	 注射済票手数料…550円
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健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481
●赤ちゃん健診・赤ちゃん相談

■期日＝２月７日（木）
■受付＝午後１時～１時30分
■対象者＝
・健診＝平成30年１月、７月、11月生まれ
・相談＝平成30年３月、５月、９月生まれ
■�準備するもの＝母子健康手帳（おっぱい相談を希望さ

れる人は、タオルを３枚程度お持ちください）
※�子どもの月齢に応じて医師の診察を行います。おっぱ

い相談や栄養相談も実施しますので、ご利用ください。
●１歳６カ月児健診

■期日＝１月24日（木）
■受付＝午後１時～１時30分
■対象者＝平成29年５月１日～平成29年６月30日生まれ
■準備するもの＝母子健康手帳、質問票
※�医師の診察を行います。また、心理相談や歯科相談、

栄養相談も実施しますので、ぜひご参加ください。

子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター　☎52－8101
●子育て支援センターに遊びにきませんか？

子育て支援センターは、町総合福祉センター「元気の杜」
の中にあります。利用できるのは、未就学の子どもと保護
者です（保護者同伴が原則）。月曜～木曜の午前９時～正午
までと、午後１時～３時までを開放しています。また開放
日に合わせて、毎月楽しい行事や教室を行っています。詳
しくは、町社会福祉協議会公式サイトでもお知らせしてお
ります。子どもと遊べる場所を探している、お友だちを作
りたいお母さんは、ぜひ親子で遊びに来てください。
●友達つくろう！一緒にあそぼう！

子育て中のママたちのサークル「いもん子クラブ」と触
れ合いましょう。

■期日＝１月17日（木）　
■時間＝午前10時30分～ 11時

●親子教室（親子ビクス）
親子で体を動かしながら、心地よい汗をかきましょう。

参加を希望する人は、申し込みをしてください。
■期日＝１月21日（月）　
■時間＝午前10時30分～
■場所＝町総合福祉センター「元気の杜」大会議室
■講師＝田鍋いずみ先生（OKJ認定インストラクター）
■主催＝宮日母子福祉事業団
■申込先＝子育て支援センター
　☎52－8101

●親子ふれあいコンサート
笑顔を運ぶ音楽団「小さな音楽会」の、生の歌と演奏で

楽しい時間を過ごしましょう。
■期日＝１月22日（火）
■時間＝午前10時～ 11時
■場所＝総合福祉センター「元気の杜」大会議室

●ふわふわ布絵本
ボランティアグループ「ふわふわ布絵本の会」の手作り

の作品を使ったおはなし会です。
■期日＝１月29日（火）　
■時間＝午前10時45分～ 11時15分

●多世代交流
　生きがいディサービス利用者との交流会です。

■期日＝２月５日（火）
■時間＝午前10時30分～ 11時

●おはなしかい
読み聞かせボランティアグループ「おおきな木」による

読み聞かせを行います。
■期日＝２月７日（木）
■時間＝午前10時30分～ 11時

●英語であそぼう
外国語指導助手の先生と一緒に、親子で英語に慣れ親し

みながら楽しい時間を過ごしましょう。
■期日＝毎週水曜日
■時間＝午後１時30分～２時30分
■講師＝ライト・デレック先生、リプリー・カラリー先生

ファミリー・サポート・センターたんぽぽからの
お知らせ
●ファミリー・サポート・センターたんぽぽ☎51－5688

当センターは、ご近所で助け合う子育てを組織化したも
のです。“依頼者は信頼・安心して預け、提供者は大切にか
わいがって預かってくれる”そんな、お互いにとって優しさ
や喜びが響き合うことを大切にしながら活動しています。

育児を頑張りすぎていませんか？地域の人に甘えてみま
せんか？一人で悩まず、気軽に相談してください。急な用
事に備えて、念のため登録している人もたくさんいます。
＜現在行っている援助活動＞

用事やリフレッシュをしたいときの預かり、習い事・幼
稚園や保育園・児童館への送迎など
●利用料金（町が１人目のみ１時間200円を助成）

※助成後の料金を表記しています。
●まかせて会員の養成講習会を行います

短距離の送迎や短時間育児など、困っているお母さんや
お父さんのお手伝いをしてみませんか？

預かる子どもの年齢・時間・援助内容は選ぶことができ
ます。講習会で基本的な知識を身に付けてから援助開始と
なります。※実際に活動するかどうかは、講習後に決める
ことができます。

■ 日時＝２月20日（水）午前８時40分～午後３時30分、
２月21日（木）午前８時50分～ 11時
■場所＝町総合福祉センター「元気の杜」
■�内容＝保健師、小児科医、臨床心理士、管理栄養士、

保育士による保育の講習を行います。
※短時間に分けた受講や、託児希望者はご相談ください。
■お申し込み・お問い合わせ＝

ファミリー・サポート・センターたんぽぽ☎51－5688
（町総合福祉センター「元気の杜」子育て支援センター内）
※�時間外の場合は留守番電話に、お名前・電話番号を

残してください。

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481
●リズムウォーキング

ストレッチや歩く動作を中心とした、中高年層の人が対
象の教室です。町民なら誰でも参加できます。運動のでき
る服装で、室内履きを準備してお越しください。

■期日＝１月21日（月）
■時間＝午前10時～ 11時

●乳がん検診（集団検診）について
乳がんは、女性がかかるがんの第１位です。乳がんが原

因で亡くなる人も年々増加しています。がんは早期に発見
し、早期に治療することが大切です。まだ受診していない
人は、この機会に受診しましょう。

■�対象者＝40歳以上の女性のうち、和暦（昭和・平成な
ど）で奇数年生まれの人

■�検診内容＝マンモグラフィと超音波検査（検診車内で
実施）※ただし、次に当てはまる人は安全のために、
乳がん検診をご遠慮いただくのでご了承ください。
①妊娠中・妊娠の可能性のある人
②ペースメーカーを装着している人
③豊胸手術を受けた人
④V-Pシャント・前胸部CVポートを留置している人

■�日程＝２月５日（火）、６日（水）
■�時間＝午前９時～ 11時、午後１時～３時
※�すでに予約が入っている時間帯もありますので、ご希

望に添えない場合があります。
■�場所＝町健康管理センター
■�個人負担料金＝2,300円（7,722円のうち）
※次の①～③に当てはまる人は料金が免除になります。
①��生活保護世帯の人…福祉課　社会福祉係で費用免除の

証明書の交付を受け、検診当日にお持ちください。
②75歳以上の人…検診当日に保険証をお持ちください。
③�乳がんクーポン券対象者…検診当日にクーポン券と本

人確認ができる身分証明書をお持ちください。
※�受診を希望する場合は、町健康管理センターにお申し

込みください。人数に限りがありますので、お早めに
お申し込みをお願いします。

※受診票などは、検診日が近くなってから送付します。
※�乳がん検診の個別検診は、指定医療機関で２月28日
（水）まで受診できます。

●１～２月は「はたちの献血」キャンペーン月間です
血液製剤の安定的な確保は、医療にとって必要不可欠で

すが、冬季は献血者が減少傾向です。そこで、「はたち（20
歳）」の若者を中心に、広く献血に関する理解と協力を求め、
継続的な献血の推進を図るため、１～２月は「はたちの献
血」キャンペーン月間となっています。献血は身近なボラ
ンティアです。ぜひ協力をお願いします。

地域包括支援センターからのお知らせ
●三股町地域包括支援センター　☎52－8634
●ノルディック・ウォーキングをご存知ですか？

誰もが住み慣れた地域で、生き生きと暮らしていけるよ
うな福祉のまちづくりを推進するため、町では地域住民に
よって自主的に運営されているさまざまな活動を支援して
います。今回はその活動の一つである「ノルディック・

ウォーキング」の紹介をします。
ノルディック・ウォーキングは、専用のポール２本を使っ

て歩く運動であり、もともとはクロスカントリーの選手が
夏の間の体力維持・強化トレーニングとして行っていた「ス
キーウォーク」でした。歩行による下半身の運動に加えて、
ポールを振ることによる上半身の運動も同時に行うことが
できる有酸素運動です。歩行に支障がある場合には、膝関
節や腰部・背部への荷重負担を軽減し、全身の筋肉に適度
な刺激を与えられることから、高齢者に適したフィットネ
スであることが報告されています。
■�ノルディック・ウォーキングの開催日時＝

※�町内在住の人は誰でも利用できます。利用希望者は町地
域包括支援センター（☎ 52－8634）にご相談ください。

●足もと元気教室
■日程＝１月15日～２月14日までの分

保健と福祉 Mimata  Health & Welfare Guide

■�準備するもの＝体操のできる服装、シューズ、水分補給用の飲み物
※１月１日～ 14日の日程は『広報みまた先月号』をご参照ください。

・子育てを手助けしてほしい人 → おねがい（依頼）会員
・子育てを援助したい人 → まかせて（提供）会員

利用時間 １時間当たりの利用料
月～金曜（祝日を除く）　
午前７時～午後７時

子ども１人目のみ…………400円
兄弟利用２人目から………300円

月～金曜の早朝、夜間と
土曜・日曜・祝日

子ども１人目のみ…………600円
兄弟利用２人目から………400円

地区名 日時 場所

中央 毎週木曜10時 元気の杜

山王原 毎週月、木曜日 早馬神社

梶山 毎月第3水曜10時45分 4地区公民館

東原 毎月第1金曜13時30分 西部地区体育館

轟木 毎月第2水曜日11時 轟木集落センター

仮屋 毎月第2水曜日11時 仮屋農村広場

大野・大八重 毎月第2水曜日11時 大野・大八重地区

三原 毎月第3水曜日14時30分 旭ヶ丘運動公園

上米 毎月第1月曜日10時 上米公園

東植木 毎週水曜日10時30分 植木公園

前目 毎月第3月曜日13時30分 前目公民館

地区名 時　間 場　所 期　日

1地区 午前9時30分～11時 第1地区分館
１月18日（金）
２月１日（金）

2地区 午後1時30分～3時 2地区交流プラザ
１月24日（木）
２月７日（木）

3地区 午後1時30分～3時 第3地区分館 ２月14日（木）
4地区 午前9時30分～11時 第4地区分館 １月16日（水）
5地区 午後1時30分～3時 轟木集落館 １月17日（木）

蓼池 午前9時30分～11時 蓼池児童館
１月17日（木）
１月24日（木）
２月７日（木）

花見原 午前9時30分～11時 花見原コミュニティセンター
１月30日（水）
2月６日（水）

餅原 午前9時30分～11時 餅原営農研修館 １月21日（月）
三原 午後1時30分～3時 三原コミュニティセンター １月16日（水）

中原 午前9時30分～11時 中原コミュニティセンター
１月23日（水）
２月13日（水）

今市 午前9時30分～11時 今市児童館
１月28日（月）
２月４日（月）

下新 午前9時30分～11時 第7地区分館 ２月８日（金）
8地区 午前9時30分～11時 第8地区分館 １月25日（金）

9地区 午後1時30分～3時 第9地区分館
１月23日（水）
２月６日（水）
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※�休日急患診療機関の診療時間は午前9時〜午後6時です。やむを得ず変更する場合があります
ので、☎23-5555でご確認ください（夜間は都城夜間急病センター☎36-8890まで）。なお歯
科については☎25-4100にお問い合わせください。

くらしのカレンダー
平成31年１月６日（日）～平成31年2月14日（木）

みまたくらしのカレンダー

生活と税 Life & Tax

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税が生きている ・たばこは町内で買いましょう

■税 ● 税務財政課からのお知らせ

交通事故（人身）発生ワースト順位 ◎県内第11位／平成30年11月30日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位

39
歳
　
Ｋ
・
Ｓ

「
弱
き
心
の
代
償
」
①

妻
子
と
三
人
で
、帰
り
を
楽
し
み
に
待
つ
両

親
宅
へ
帰
省
す
る
。そ
の
途
中
、
私
は
事
故
を

起
こ
し
ま
し
た
。

秋
の
そ
の
日
、私
は
飛
行
機
を
降
り
、そ
こ

か
ら
レ
ン
タ
カ
ー
で
高
速
道
路
を
運
転
し
て
い

ま
し
た
。こ
の
高
速
道
路
の
通
行
量
は
日
本
で

も
少
な
い
道
路
の
一
つ
で
、対
面
通
行
で
し
た
。

走
り
始
め
て
30
分
ほ
ど
単
調
な
道
を
走
っ

て
い
た
と
き
、突
然
車
に
ガ
タ
ガ
タ
と
し
た
振

動
が
伝
わ
り
ま
し
た
。右
の
タ
イ
ヤ
が
車
線

分
離
帯
に
乗
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。私
は
と
っ

さ
に
ブ
レ
ー
キ
を
踏
み
、
ハ
ン
ド
ル
を
切
り

ま
し
た
。そ
の
と
き
、
車
は
左
に
流
れ
る
よ
う

に
滑
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。そ
の
後
、

車
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
失
い
、反
対
車
線
に
飛

び
出
し
、対
向
車
と
正
面
衝
突
し
ま
し
た
。

私
は
事
故
の
衝
撃
の
た
め
か
、
対
向
車
と

ぶ
つ
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。事
故

後
、気
が
付
い
た
と
き
に
は
病
院
の
ベ
ッ
ド
で

身
動
き
も
で
き
ず
、口
に
は
管
が
入
り
、話
も

で
き
な
い
状
態
で
し
た
。妻
子
の
状
況
も
分
か

ら
な
い
ま
ま
数
日
後
、子
ど
も
が
大
き
な
病
院

に
移
る
こ
と
に
な
り
、子
ど
も
を
一
目
見
せ
て

も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。生
命
の
危
機

に
瀕
し
て
、血
の
気
の
な
い
子
ど
も
と
あ
ち
こ

ち
に
あ
ざ
の
あ
る
妻
を
見
て
、は
じ
め
て
二
人

が
け
が
を
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

事
故
か
ら
20
日
余
り
経
ち
、
車
椅
子
に
乗

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
あ
る
日
、
病
院
の
別
室

で
、私
の
交
通
事
故
で
３
歳
の
お
子
様
と
、そ

の
ご
祖
父
様
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ

れ
ま
し
た
。そ
し
て
、
対
向
車
と
ぶ
つ
か
っ
た

こ
と
を
悟
り
ま
し
た
。そ
の
と
き
は
冷
静
を

装
い
ま
し
た
が
、頭
の
中
は
パ
ニ
ッ
ク
で
し
た
。

二
人
も
の
人
の
命
を
殺
め
て
し
ま
っ
た
。人
の

役
に
立
ち
た
い
と
思
い
、
生
き
て
い
た
の
に
、

元
に
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
、い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
頭
の
中
を
駆
け
巡
り
ま
し
た
。

退
院
後
、
警
察
官
の
取
り
調
べ
を
受
け
る

中
で
、さ
ま
ざ
ま
な
状
況
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。互
い
に
95
㎞
ぐ
ら
い
の
速
度
で
衝
突
し
た

そ
う
で
す
。事
故
の
状
況
は
分
か
っ
た
も
の
の
、

原
因
は
全
く
思
い
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。警
察

か
ら
居
眠
り
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
が
、眠
か
っ

た
記
憶
が
な
く
、
睡
眠
も
取
れ
て
い
ま
し
た
。

車
を
運
転
す
る
の
で
、前
日
か
ら
飲
酒
も
控
え

て
い
ま
し
た
。ま
た
、よ
そ
見
の
記
憶
も
あ
り

ま
せ
ん
。結
局
、さ
ま
ざ
ま
な
状
況
か
ら
居
眠

り
が
原
因
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※ 贖いとは、罪を償うという意味。
　ここに掲載してある手記は、交通事
故を引き起こして刑務所で罪の償いを
している人たちの懺

ざ ん げ

悔の記録です。
　一瞬の過ちによって、家族、恋人、
友人など親しき人々から隔絶され、自
ら犯した罪を反省している様子が文
脈の端端から伝わってきます。
　このような悲惨な事故を引き起こさな
いよう、心の戒めにしていただきたいと
思います。
〔（一財）東京交通安全協会提供〕

交
通
事
故
は
も
う
た
く
さ
ん
…
…
…

贖あ
が
な

い
の
日
々

（
全
２
回
）

◎ 今月の表紙

『新年の願いを込めて』

しめ縄作り

27 日

◎ふくしまクリニック（内・消・小） ☎46-5001（下川東）

◎鵜木循環器内科医院（循・内） ☎26-0008（花繰町）

◎園田光正内科医院（内） ☎38-5115（太郎坊町）

◎吉松病院（外・整） ☎25-1500（蔵原町）

◎いき形成外科ひふ科クリニック（形・皮） ☎45-0020（年見町）

◎西元眼科医院（眼） ☎25-8888（中原町）

◦可燃物 ◦図書館休館日
28 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
29 火 ◦可燃物
30 水

31 木

1 金 ◦可燃物
2 土

3 日

◎柳田病院（小・内） ☎22-4862（東　町）

◎有川呼吸器内科医院（呼・内）☎24-6677（上川東）

◎隅病院（内・胃） ☎62-1100（高崎町）

◎福島外科胃腸科医院（外・胃・整） ☎38-1633（都北町）

◎よしかわクリニック（麻・整・内） ☎23-9384（前田町）

◎武田産婦人科医院（産・婦）☎22-0336（蔵原町）

4 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
5 火 ◦可燃物
6 水

7 木

8 金 ◦可燃物
9 土

10 日

◎有馬医院（内・小） ☎23-2610（上長飯町）

◎柏村内科（内） ☎22-2616（上　町）

◎大岐医院（内・胃） ☎57-2025（山之口町）

◎まつもと心臓血管外科クリニック（循外・内） ☎36-8926（東　町）

◎江夏整形外科クリニック（整・リウ・リハ） ☎51-1122（三股町）

◎宮田眼科病院（眼） ☎22-1441（蔵原町）

11 月

◎志々目医院（内・小） ☎57-2004（山之口町）

◎田口循環器科・内科クリニック（内） ☎24-0600（下川東）

◎海老原内科（内） ☎64-1211（山田町）

◎一心外科医院（外・胃・肛門・内） ☎52-7788（三股町）

◎もちお蛯原医院（整・形） ☎21-5355（蓑原町）

◎丸田病院（産・婦） ☎23-7060（八幡町）

◦可燃物 ◦図書館休館日
12 火 ◦可燃物 ◦図書館休館日
13 水

14 木 ◦白色トレイ・ペットボトル

6 日

◎沖水こどもクリニック（小） ☎27-5656（太郎坊町）

◎松山医院（内・呼吸・リウ） ☎24-1046（上川東）

◎瀬ノ口内科放射線科医院（内） ☎25-7780（都原町）

◎都北鮫島クリニック（胃・内・外） ☎38-6060（都北町）

◎酒井皮膚科医院（皮） ☎25-5322（北原町）

◎かみながえクリニック（耳鼻） ☎25-0224（上長飯町）

7 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
8 火 ◦可燃物
9 水

10 木 ◦白色トレイ・ペットボトル
11 金 ◦可燃物
12 土

13 日

◎教山内科医院（内・小） ☎62-1205（高崎町）

◎宮永病院（内・胃・外） ☎22-2015（松元町）

◎坂田医院（内・消・胃） ☎51-2003（三股町）

◎とまり内科外科胃腸科医院（内・外・胃） ☎52-1135（三股町）

◎姉川医院（皮・泌） ☎22-2205（小松原町）

◎北原医院（産・婦） ☎22-4133（北原町）

14 月

◎城南病院（小・内） ☎23-2844（大王町）

◎森山内科・脳神経外科（内） ☎21-5000（南鷹尾町）

◎佐々木医院（内） ☎62-1103（高崎町）

◎都城フォレスト・クリニック脳神経外科（脳） ☎80-4313（下川東）

◎もりやま脳神経外科（脳） ☎21-6888（久保原町）

◎たき心療内科クリニック（心内・精・神内） ☎46-9191（若葉町）

◦可燃物 ◦図書館休館日
15 火 ◦可燃物 ◦図書館休館日
16 水 ◦図書館休館日
17 木 ◦缶・瓶
18 金 ◦可燃物
19 土

20 日

◎早水公園クリニック（内・小・外・消・アレ） ☎36-6117（早水町）

◎ゆうクリニック（内） ☎46-6100（広原町）

◎みしま内科クリニック（内・循） ☎51-8100（三股町）

◎安藤胃腸科外科医院（消・外・内） ☎39-2226（豊満町）

◎飯田整形外科クリニック（整） ☎46-5115（上　町）

◎すみ産婦人科医院（産・婦）☎23-1152（東　町）

21 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
22 火 ◦可燃物
23 水

24 木 ◦不燃物
25 金 ◦可燃物
26 土

◎1月の予定

◎２月の予定

１月31日（木）は納期限です
納期限内に納付しましょう。
●町県民税（第４期）
●国民健康保険税（第７期）

口座振替は１月25日（金）です。やむを得ず口座振替できな
かったときは、2月12日（火）に再振替を行います。前日までに
預貯金口座の残高確認をお願いします。

また、解約などで口座振替ができなかった場合は、「口座振
替不能用の納付書」を送付します。納付書に記載されている
納付場所で納めてください。
■問い合わせ＝納税管理係　☎52－9635

「納税相談」をご利用ください
税金は納期限内に納めることが原則ですが、思わぬ事故、

病気や失業など、やむを得ない特別な事情があって納期限内

に納められない、また一度に納めることが難しい場合には、
印かんをお持ちのうえ、早めにご相談ください。年度を繰り
越す滞納とならないように、各種納税相談を受け付けていま
す。なお、夜間や休日の相談を希望する人は、事前にお問い合
わせください。
■問い合わせ＝特別収納対策係　☎52－9634

償却資産申告書の提出をお願いします
償却資産申告書の提出が、1月31日（木）までとなっています。
事業を営む法人または個人で、固定資産税の対象となる償

却資産（事業用資産）を１月１日現在、町内に所有している場
合は、先に送付した申告書を期限までに必ずご提出ください。
記入方法など、ご不明な点がありましたら、気軽にお問い合
わせください。
■問い合わせ＝資産税係　☎52－9636

12月25日、町シルバー人材センター
（瀬

せ

尾
お

春
は る

己
み

理事長）が毎年行っている手作
りのしめ縄作り。この日は、最後の飾りつ
けの工程でした。12月末までに350個ほ
どの製作を予定しています。同センター
が作るしめ縄は地元産のモチワラ・ウラジ
ロ・ゆずり葉を使っているのが特徴。今年
は９人の会員が「新年がより良い年にな
りますように」と願って、丹精込めて製作
に励んでいます。
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
も
、
た
く
さ
ん
の
人
に
ご
来
館
い
た
だ
き

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。今
年
も
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
な
が

ら
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

催
し
な
ど
を
企
画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
憩
い
の
場
と
な
る

お
店
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
あ
た
た
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

朝
市
が
出
張
し
ま
す
！

毎
月
第
４
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
る『
み
ま

た
ん
駅
前
よ
か
も
ん
朝
市
』
が
、
今
月
は
、「
み

ま
た
ん
霧
島
パ
ノ
ラ
マ
ま
ら
そ
ん
会
場
内（
町

ふ
れ
あ
い
中
央
広
場
）」
で
出
張
開
催
し
ま
す
。

■
茶
じ
ょ
け

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
皆
さ

ま
方
に
と
っ
て
、
す
ば
ら
し
い

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、

取
材
や
情
報
提
供
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感

し
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
▽

三
股
駅
の
多
目
的
ホ
ー
ル
に
開

設
し
た
県
知
事
選
の
期
日
前
投

票
所
で
投
票
事
務
に
従
事
し

ま
し
た
。
一
日
朝
か
ら
夜
ま
で
、

駅
に
滞
在
し
て
み
る
と
、
町
物

産
館「
よ
か
も
ん
や
」
や
三
股

駅
で
の
人
々
の
往
来
が
以
前
よ

り
も
活
発
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

◦男／11,810人◦女／13,660人◦合計／25,470人（前月比＋63人）
◦世帯数／10,237戸（＋35戸）◦出生／35人◦死亡／19人
◦転入／92人◦転出／45人

三股町の人口 平成30年12月１日現在
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ま
た
新
築
の
住
宅
が
多
数
立
ち

並
び
、
新
し
い
飲
食
店
が
オ
ー

プ
ン
す
る
な
ど
、
駅
周
辺
エ
リ

ア
の
新
し
い
賑
わ
い
の
息
吹
を

感
じ
ま
し
た
。
今
後
ま
ち
の
発

展
と
し
て
、
五
本
松
団
地
跡
地

の
活
用
を
は
じ
め
と
し
た
中
心

市
街
地
の
活
性
化
の
議
論
が
本

格
化
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
広

報
の
役
割
と
し
て
出
来
る
こ
と

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
思
い

を
皆
さ
ん
と
共
有
し
、
ま
ち
全

体
が
つ
な
が
る
き
っ
か
け
に

な
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〈
セ
〉 

　

萩
原
由
美
子

父
と
母
む
か
し
話
に
花
が
咲
き
い
つ
し
か
夢
の
子
守
唄
か
な

日
め
く
り
を
め
く
り
な
が
ら
に
夫
思
ふ
共
に
植
え
た
る
薔ば

　
ら薇
赤
く
咲
き

[

短
歌]  

◆
三
股
短
歌
会

【

】
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は
す
や
す
や
と
夢
の
世
界
に
。

今
年
も
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
り
ま
す
。

今
は
亡
き
夫
と
共
に
植
え
た
薔
薇
が
、
初
め
て
赤
く
咲
き
、
日
め
く
り

を
め
く
り
な
が
ら
夫
を
偲
ん
で
詠
み
ま
し
た
。

239

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち
117

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

三
股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や 

情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

通信
三
股
に
広
が
る〝
わ
く
わ
く
〟の
輪

ん
じ
ゃ
様
だ
よ
り

出
張
！
み
ま
た
ん
駅
前
よ
か
も
ん
朝
市

〒
８
８
９

―

１
９
０
１ 

宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町

大
字
樺
山
４
４
２
１
番
地
22
（
JR
三
股
駅
隣
）

☎
０
９
８
６（
52
）
３
１
３
１

営
業
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

定
休
日
／
毎
月
第
３
木
曜

http://mimatan.com

山
本
マ
リ
子

★

★

川か
わ

迫さ
こ

　
稜り

ょ
う

く
ん

原は
ら

田だ

琉り
ゅ

羽う

く
ん

◎
平
成
27
年
1
月
15
日
生
ま
れ（
3
歳
）

◎
川
迫
義
孝
さ
ん
・
良
美
さ
ん
の
長
男

◎
平
成
27
年
1
月
3
日
生
ま
れ（
３
歳
）

◎
原
田
匠
さ
ん
・
愛
恵
さ
ん
の
次
男

第
75
回

東
植
木
在
住 

桒く
わ

畑は
た

道み
ち

彦ひ
こ（

50
）さ
ん

■
期
日
＝
１
月
27
日（
日
）
午
前
８
時
～
午
後
１
時
ご
ろ
ま
で

マ
イ
ペ
ー
ス
で
照
れ
屋
の
稜
く
ん
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
す
く
す
く
育
っ

て
ね
！

い
つ
も
全
力
！
元
気
い
っ
ぱ
い
！ 

（^^）
み
ん
な

で
楽
し
く
成
長
し
よ
う
ね
☆

昨
年
同
様
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
合
わ
せ
て
時
間

も
延
長
し
て
行
い
ま
す
。会
場
ま
で
の
迂
回
路

や
駐
車
場
な
ど
の
詳
細
は
チ
ラ
シ
で
ご
確
認
い

た
だ
く
か
、
町
物
産
館「
よ
か
も
ん
や
」
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。温
か
い
食
べ
物
や

飲
み
物
を
片
手
に
、
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
の
皆
さ

ん
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

※�

今
月
は
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
は
行
い
ま
せ
ん
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

笑
顔
の
集
ま
る
場
所
を
増
や
し
た
い

自
転
車
で
の
神
社
巡
り
や
キ
ッ
ズ
バ

イ
ク
大
会
、
自
家
製
窯
で
焼
く
ピ

ザ
パ
ー
テ
ィ
な
ど
、
町
内
で
次
々
に
新
し

い
企
画
を
行
う
桒
畑
さ
ん
。「
幼
少
期
か

ら
大
勢
で
集
ま
る
こ
と
が
苦
手
で
し
た
が
、

42
歳
の
と
き
、
子
ど
も
と
一
緒
に
何
気
な

く
参
加
し
た
町
主
催
の
演
劇
が
私
を
変
え

て
く
れ
た
ん
で
す
」。共
演
者
と
、
関
わ
る

ス
タ
ッ
フ
が
同
じ
思
い
で
舞
台
を
成
功
さ

せ
た
達
成
感
と
喜
び
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
さ

ら
に
公
演
後
、
子
ど
も
や
大
人
が
無
邪
気

に
遊
び
回
る
夢
を
見
て〝
笑
顔
が
集
ま
る

場
所
を
作
ろ
う
〟
と
決
意
。現
在
は
、
楽

し
く
食
の
大
切
さ
を
学
ぶ『
遊
べ
る
農
園
』

を
計
画
中
だ
。「
み
ん
な
で
、
新
し
い
発
見

や
非
日
常
の
体
験
を
共
有
し
た
い
。足
ぶ

み
せ
ず
に
、
思
い
立
っ
た
ら
ま
ず
や
っ
て

み
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。本
気

で
同
じ
夢
を
追
え
る
仲
間
と
、〝
わ
く
わ

く
〟
を
発
信
し
続
け
た
い
」。桑
畑
さ
ん
の

描
く
未
来
に
は
、
笑
顔
の
集
ま
る
場
所
が

増
え
、
よ
り
輝
き
を
増
す
三
股
町
が
映
る
。

ガレージ、農園、母屋を3本柱にしたベースキャンプ
「MSB新馬場」を拠点に、催しを不定期で開催中

謹賀新年！
みなでいい年に

しような！
今年もよろしくじゃ
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◎町　章／�町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。

◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ

◎町の生い立ち
いろいろと発掘される土器などから、新石器時代より三股町各所に人が

住んでいたことがうかがわれます。また、その名の起源は「古くから川三条、
股になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」をとどめているといわ
れています。江戸時代は鹿児島藩に属し、明治初年、五戸長を一丸として、
戸長役場と改称しました。当時の地頭・三島通庸（みしまみちつね）は荒涼た
る原野に土木を興し、産業を奨励し、教育の振興を図って村づくりを成し、
ここ三股の基礎が築かれたのです。

明治22年、町村制実施により三股村となり、昭和23年５月３日に町制を施行
して名実共に三股町として発足しました。以来自治の発展に努め、文化農村
建設へとまい進し、今や数多くの企業誘致により町民の所得向上を図りなが
ら町民参加型の「自立と協働で創る 元気なまち」を目指し、躍進しています。

 ◎わが家の一番星
　町内在住で３歳以下のお子さんについて、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

 ◎ご長寿万歳
　町内在住で80歳以上の元気な高齢者について、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

※�「わが家の一番星」「ご長寿万歳」の掲載申込書は町役場にあります。また町公
式サイトからダウンロードすることもできます。
　（町公式サイトアドレス…http://www.town.mimata.lg.jp/）

■問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎52-1113（直通）


